
地域の和

学びの輪

泰野小

松山小

尾野見小

松山中
(計画地 )

中庭

家庭 地域

学校
学びと成長の場

教育の基盤 支え合う場

開かれた交流の場
学校跡地活用の事例を紹介します。
活用事業の可能性、他施設との連携や
地域づくりについて、みんなで考えます。

・
・

最終案のお披露目会を開催します。
本業務の成果を地域の皆様へご説明し、
開校に向けた理解度と期待感を高めます。

・
・

プロポーザル案を説明します。
教員・児童生徒・地域の方々の本事業
に対する意見収集の場とします。

・
・

基
本
設
計

実
施
設
計

説明会①：計画案レビュー

検討会①：跡地活用WS

検討会②：跡地活用WS

説明会②：最終報告会

課題①：「新しい時代の学び」を実現するための提案 松山地域義務教育学校建築基本設計公募型プロポーザル

 地域の未来を育む、みんなで輪になって学ぶための学校　　　　　　   　　 　　　　　　　　 地域の未来を育む、みんなで輪になって学ぶための学校　　　　　　   　　 　　　　　　　　

「教育のまち松山」を実現するために、学びの
輪を中心とした教育環境を整備します。
子ども達が“輪”になって学びあい、3地域のみ
んなが“和”になって活動できる。「子どもの
教育」と「地域のコミュニティ」の両方を育て
ていく学校づくりを目指します。

９年間を共に学び生活する場として、一体感
のある学校づくりに取組みます。
アットホームな場所から出会いや交流のため
のスペースまで、児童生徒や教員それぞれに
とってのお気に入りの居場所が必ずある“み
んなの学校”を実現します。

多様化する新しい時代の学び方に対応する学
習空間づくりに取組みます。
オープンスペースと連動し多重的に活用でき
る学習空間を計画するなど、個人からグルー
プ学習まで児童生徒の好奇心や自発性を触発
する環境を実現します。

学びの"輪"と地域の"和"

　実施方針　グランドコンセプト
②多様な教育ニーズに対応する空間づくり■学びの“輪”と地域の“和” ①共に集い、学び、生活する学校づくり

地域の人々も日常的に利用できる地域交流の
拠点づくりに取組みます。
みんなに開かれた交流の場として中庭を整備
するなど、家庭・学校・地域が共に助け合いな
がら、子ども達の学びと成長を育む土壌づく
りを目指します。

地域のみなさんの思いを大切に設計を進めます。
地域住民や児童生徒、保護者、職員を対象とした
説明会を全２回開催し、対話の場をつくります。
統合後の跡地活用が地域の新たな課題となるこ
とを踏まえ、設計期間中に跡地活用について考え
る検討会を企画・開催します。

　設計プロセス
■地域に寄り添う設計プロセス③地域との協働・交流拠点づくり

図書室・多目的交流室・オープンスペースが中庭を介してゆるやかにつながる 中庭を介して家庭・学校・地域が互いに支え合う考え方 説明会や検討会のスケジュールイメージ

既存校舎があるからこその
より豊かな学びの環境を実現したい
残すもの (緑豊かな中庭 )

変えるもの(新しい学びに対応した環境)

加えるもの（新旧をつなぐ回遊性）

緑が印象的な1号棟の前庭の場所性を中庭
として継承します。

全ての普通教室と特別支援学級を新校舎
に配置し、全ての生徒が新しい学びの環境
で過ごします。

新旧の校舎を中庭を囲んで繋ぐことで、み
んな仲良く活気ある学校を実現します。

新校舎

中庭

旧校舎

図書室 多目的交流室

中庭
多目的
交流室

展示ｽﾍﾟｰｽ

軒下広場

OS特支

CR

CR

昇降口

職員室

会議室

休憩

WC

保健室

図書室 WC

被服室

調理室

OS

体育館

ﾌﾟｰﾙ

駐輪場

特支

ｺﾝﾃﾅ室

CR
CR

事務室

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ 
駐車場

校長室

児童クラブ

オープンスペース
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調理室・被服室（7号棟）
北側の落ち着いた
環境で作業に集中

特別教室棟（1号棟）
特別教室を集約配置
地域開放時にも利用しやすい

普通教室棟（新築）
敷地の中央に計画すること
で、全方位にアクセスしや
すく見守りやすい配置

管理棟（新築）
市道やグラウンドを
見守りやすい配置

地域開放時のｾｷｭﾘﾃｨｿﾞｰﾝ

スクールバス
給食車両動線

雨に濡れない
屋根付き廊下

来客用
駐車場

駐輪場
送迎・
緊急車両動線

屋根付き車寄せ

学校車両動線

構内歩行者動線
回遊性を重視した
安全な動線

N -2,500

-1,450
 -700

  ±0

  ±0

-3,900

-1,900

高低差ライン
**** レベル (mm)

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾚﾍﾞﾙ
電気機械室

普通教室棟

1号棟

管理棟

5％スロープ

セキュリティ

図書館
多目的交流室

軒下広場

中庭 中庭

図書館
多目的交流室

軒下広場

OS
教室

・休み時間にすぐ中庭で遊べる
・本を外に持ち出して読める
・文化祭のメインステージになる
・他クラスとの交流の場になる

・ブックカフェが開ける
・敬老会の演奏会会場として
・日曜フリーマーケット
・地域の憩いの場として

平常時 地域開放時

課題②：地域に親しまれ、安全で持続可能な学校運営を実現するための提案 松山地域義務教育学校建築基本設計公募型プロポーザル

管理棟は市道やグラウンドを見渡せる位置と
します。特別教室は1号棟と7号棟に集約し、機
能強化を図ります。普通教室と特別支援学級
を同一棟内に集約し管理棟と1号棟の間に配置
することで安全で利便性の高い計画とします。

現況高低差が大きい部分に新校舎を配置し、その
重量を利用して土留めすることで、敷地内の高低
差を解消します(3/3敷地と基礎ｲﾒｰｼﾞ参照)。管
理棟は校内移動を緩やかなスロープで行える床レ
ベルに調整し、校内のバリアフリー化を図ります。

　  配置計画

南北の管理棟・校舎と、東西のグラウンド・体
育館、その結節点に昇降口を設けます。管理
棟の職員室から見守られる、開放的で見通し
のよい昇降口が児童生徒を迎え、目的の場所
へ導きます。

　  平面計画

■学校の結節点となる昇降口

低学年と高学年の各課程エリアに普通教室と特
別支援学級およびｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ (OS) を集約配置
します。教室からOS、中庭へと広がる計画は成
長段階に応じた柔軟な教育環境を確保します。

■多様な教育に柔軟に対応する平面計画

大らかな曲線が型取る中庭は、OSや図書館、多
目的交流室に囲まれた配置とすることで、学校
生活の中心となること間違いなしです。これ
らの機能は地域開放を想定し、多様な活動のス
テージとして整備します。

新校舎は既存校舎と一体的に計画します。中
庭を中心とした回遊動線で繋ぐことにより、
分棟としながらも新旧校舎が調和し、学校全
体を一つにまとめます。

■学年・地域を超えて活動が広がる交流の場

■中庭を中心に旧校舎と新校舎を回遊する動線

■適材適所の配置計画 ■高低差や崖を解消する生徒の安全を考えた配置

おおらかな大屋根が一体感のある学校空間を創出 通学のメインアプローチ 地形を利用し、既存校舎と調和する新校舎

児童生徒
登校口

児童生徒
登校口

エレベーターは2階から地
階まで通り、グラウンド側
へ直接アクセスできる。

管理エリアの
保健室からも
利用しやすい。

新校舎

構造種別 ： 
鉄骨造＋鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造(基礎)
階数 ： 地上2階、地下1階
耐火種別 ： その他の建築物
駐輪台数 ： 60台
駐車台数(敷地内) ： 
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ１台/来客用10台/職員用15台
駐車台数(第二ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ) ：
ｽｸｰﾙﾊﾞｽ3台/外来・職員用170台程度

延床面積 建築面積
2,028.93㎡ 1,508.35㎡

■建築概要

学校の中心をつなぐｴﾚﾍﾞｰﾀｰ配置

駐車場
10 台

駐輪場
60 台

ｽｸｰﾙﾊﾞｽ
乗場

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
駐車場

ｺﾝﾃﾅ室
更衣室

更衣室

調理室

理科室2準備・薬品室理科室1自習室美術室技術室音楽室

準備
室

準
備
室

準備
室

楽器収納

生徒会室

被服室

軒下広場展示
ｽﾍﾟｰｽﾋﾟﾛﾃｨ

OS

OS

OS

OS

OS

OS

OS

CR
特支特支

中庭1号棟

普通教室棟

中庭

CR CR

OS OS

特支

OS

OS

CR

放送室

校長室主事室

休憩ｽﾍﾟｰｽ

ｻｰﾊﾞｰ /Wifi

給湯

中庭

特支3 特支2 特支1
特支4

昇降口

体育館

見守り

見守り

中庭へのｱﾌﾟﾛｰﾁ 校庭へのｱﾌﾟﾛｰﾁ

ﾒｲﾝ出入口 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 校内動線
OS：ｵー ﾌ゚ ﾝｽﾍ゚ ｽー CR：普通教室(数字は学年)

N
1/600

WC

WC

WC

WC

更衣室

WC

資料室相談室 印刷

WC WC

BWC

BWC

BWC

BWC

ｾﾝｻﾘｰﾙｰﾑ

ｾﾝｻﾘｰ
ﾙｰﾑ

CR3 CR2 CR1

CR4 CR9

CR8

CR5

CR7CR6

徒歩児童

図書館 交流室

晴れた日は青空
教室として

間仕切って集中できる環境(35名程度で利用可能)

OS を一体的に使い
ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習・異学年交流

特別支援専用の
落ち着いたエリｱ

CRCR教員ｺｰﾅｰ 教員ｺｰﾅｰ

軒下
広場

掲揚台
時計塔
(移設 )

徒歩・送迎児童

教員ｺｰﾅｰ

搬入車ｺｰﾅｰ搬入車
回転ｽﾍﾟｰｽ

前期課程 後期課程

中期課程

図書室 多目的交流室

特支6特支5

ｾﾝｻﾘｰﾙｰﾑ

BWC：バリアフリートイレ

前期課程
後期課程

中期課程

中庭

昇降口
管理ｴﾘｱ

電気・
機械室

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

２F

地下１F

１F

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

泰野の木

松山の木
尾野見の木

後期課程ｴﾘｱ前期課程ｴﾘｱ

機械ｽﾍﾟｰｽ

準
備
室

観察池

飼育小屋

保健室

職員室

会議室

地域住民

事務室

WC

5％ｽﾛｰﾌﾟ

１号棟

８号棟

７号棟

プール

WC

更衣室

更衣室 更衣室

更衣室

更衣室

グラウンド

可動間仕切り
階段の両側に
手摺を設置

地産杉の天井・床が児童生徒を温かく包む

▶

▶
▶ ▶
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C.教室棟
       +
　 管理棟 

A.1号棟

B.教室棟 -1

A：耐火建築物 |B,C：その他の建築物
(ABC別棟、地階を除く階数２以下で 2,000㎡未満 )

体育館

屋外
渡り廊下

断面イメージ

CR OS

CR OS
職員室

CR

CR

軒の深い屋根で外壁日射取得の削減
外壁の汚染防止と長寿命化に対応

自然換気

電気室機械室 地下の機械室は重量機器を地盤で直接支持
でき、上階の床荷重負担を軽減可能

中庭

▽現況地盤面

既存棟

中庭からの北側採光で均一な
明るさを確保しつつ、夏季の日
射・暑さ対策にも有効な計画

均一採光
窓はLow-e
複層ｶﾞﾗｽ

発生土を抑制するため現況地盤面を利用した配棟計画

LED照明

高断熱屋根

ピット ※水回り下に計画予定
　その他は現場発生土の埋戻し先として利用

太陽光発電 高効率空調

耐震壁

保護者
家族 全国の学校

DATA BASE

地域の人々と

1 人で

屋外で

グループで

クラスで

集会で

ダイアグラム
W：４５
H：３６.７５

松山の木

泰野の木

尾野見の木
記念碑

(時計塔 )

リ
ユ
ー
ス        

再
活
用

特殊加工技術の塗装

屋外利用可能

例①
現在使用している
タイルやカーペット

例②
現在使用している
応接間のテーブル

▽体育館ﾚﾍﾞﾙ

▽ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾚﾍﾞﾙ

▽管理棟1FL
③教室棟の掘削土を

場内利用

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾚﾍﾞﾙ=基礎底盤ﾚﾍﾞﾙ

②掘削土を削減

①基礎と擁壁を兼用

Ⅰ期工事
①仮設渡り廊下整備
②普通教室棟
     ・管理棟新築
③７号棟・WC改修
　(夏休み期間 )
④駐輪場新築
⑤外構整備

Ⅱ期工事
①仮設渡り廊下整備
②1・８号棟改修・
　体育館空調設置
③屋外通路新築
④外構整備
⑤格闘場解体

仮設ｽﾛｰﾌﾟ
整備

仮設渡り廊下
整備

普通教室棟

1号棟

駐輪場

7号棟
8号棟

管理棟

屋外通路

2号棟

7号棟 3号棟

1号棟

体育館 体育館

WC

格闘場

仮囲い

新築
改修

解体 工事動線
児童生徒動線
仮設渡り廊下外構整備

使用中

重要度係数 1.0

ﾌﾚｷｼﾋ゙ ﾘﾃｨ <低 高
<多(ｺｽﾄ増 ) 少(ｺｽﾄ一定 )躯体量

重要度係数 1.25

W造・RC造 S造

耐力壁 間仕切り

耐力壁 間仕切り

課題③：工事期間中における生徒の負担軽減を実現するための提案    課題④：物価⾼騰や⼈⼿不⾜を考慮したイニシャル及びランニングコストの縮減    課題⑤：その他、独自の提案 松山地域義務教育学校建築基本設計公募型プロポーザル

①管理棟基礎を擁壁と兼用し造成工事を削減
②グラウンドレベル(現状地盤)に基礎を配置し根切工事を省略
③教室棟の根切発生土をレベル調整盛土へ利用
④ 上記により、1ヵ月程度の工期短縮が可能

■細部まで無駄を省きイニシャルコストを削減した工事概算

■鉄骨造(S)の採用【鉄筋コンクリート造(RC)と木造(W)との比較】
　  物価⾼騰や⼈⼿不⾜を考慮したイニシャル及びランニングコストの縮減

Ⅰ期工事で新校舎(普通教室棟・管理棟)を建設後、1号棟か
ら新校舎に引越します。Ⅱ期工事で1号棟の特別教室棟へ
の改修を行う、シンプルな２段階工事とします。

■居ながら工事を避け、引越し１回のローリング計画
　工事期間中における生徒の負担軽減を実現するための提案

Ⅰ期工事・Ⅱ期工事ごとに、仮囲いにより工事エリアを区
分します。工事車両の動線は児童生徒と交錯しないよう工
事エリアに限定します。騒音・振動に配慮し、車両出入口に
はガードマンを配置します。

■工事エリアと学校生活エリアを明確に区分

１号棟１階の一部を半屋外の「軒下広場」に改修し、中庭か
ら7号棟への繋がりと広がりをつくります。中庭から連続
する軒下ひろばとして児童生徒・地域に開放されます。

基本計画概算金額
内で収める計画と
します。そのため
に、各部計画では
寸法・構法・施工・競
争原理に基づいた
手法を採用します。
また、工事費に占
める割合が高い工
種を中心に無駄を
省くことでｲﾆｼｬﾙｺｽ
ﾄを縮減します。

防耐火性能については、建築基準法上の「その他の建築物」
でつくる計画とします。分棟を渡り廊下でつなげる構成です。
十分な安全性を確保すると共に建築コストを抑制します。
耐火・準耐火建築物と比べて、「そ
の他の建築物」でつくるｺｽﾄﾒﾘｯﾄ
①鉄骨造|木造の可能性が広がる
(耐火被覆や燃え代不要)
②外壁の防火設備を抑制

（延焼のおそれのある部分対象外）
③防火床で層間区画し、面積区画
に必要な特定防火設備を削減

耐震壁の箇所数を減らし、残った部分
の壁を増し打ち、壁厚でカバーするこ
とで、現状と同等の耐力を確保します。

■学校に一体感を生み出す半屋外ピロティ「軒下広場」

　独自提案

■省エネ化と長寿命化を軸にしたランニングコストの低減

■敷地高低差と新築建物を活かし発生土を大幅に縮減

■ｺｽﾄと安全性を考慮した、「その他の建築物」でつくる ■将来を見据えた1号棟の改修方針

地域に学習拠点が少な
いという切実な声に応
え、1号棟2階を児童生
徒のサードプレイスと
なる自習室として地域
に開放します。下階の
図書室と近接させるこ
とで、学びが連続する
環境をつくります。

■学ぶ意欲を応援する"サードプレイス"としての自習室

備品等の調達につい
ては既存備品の利活
用を前提とします。
廃棄となる棚や机な
どについてはアップ
サイクルによる再生・
活用を検討します。

■既存備品のアップサイクル

ICTデバイスによる学習等で、
児童生徒が自由に場所を選べ
ることで学習効果を最大化す
るABLの理念を取り入れ、フ
レキシビリティの高い学習環
境を提案します。

■ICTを活用した学習環境
施工・強度・工期上の優位性か
ら鉄骨造を推奨しますが、床・
天井に地域産の杉材をふん
だんに使用し、子どもたちが
ホッとする温かい教室環境を
つくります。

■地産杉が包む温かい教育空間

＊ABL（Activity Based learning）

1号館については、劣化状況調
査により健全度が良好であるこ
とが確認されており、今回の改
修では構造耐⼒を確保しながら、
可変性の⾼い機能配置・空間づ
くりを実現することで、将来の
様々な⽤途変更にも柔軟に対応
できる建物とします。

松山小・泰野小・尾野見小にあ
る樹木を中庭に１本づつ移植
します。また、松山中の掲揚
台と記念碑を児童生徒の目に
つきやすい位置に配置し、統
合される４校のレガシーを次
世代につなぎます。

■レガシー保全

鉄骨純ﾗｰﾒﾝ構造は、ﾛﾝｸﾞｽﾊﾟﾝ
架構が可能で耐力壁の配置制
約が少ないため、ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙな
教室空間と自由度の高い間仕
切り変更が可能です。また、
躯体量 ( 柱・梁・壁 ) を増やす
ことなく、重要度係数1.25倍
の構造耐力を確保できます。

■鉄骨造の利点：ﾌﾚｷｼﾋﾞﾘﾃｨと自動加算される1.25倍の構造耐力

児童⽣徒の登下校・特別教室棟や体育館への移動は、⼯事エ
リアと交錯しない安全なルートを計画します。⼯事期間中は、
2号棟・3号棟・7号棟を従来通り特別教室として使⽤するた
め、⼯事エリア区分と⼯事動線の検討を特に慎重に⾏います。

■生徒たちの安全な移動ルートを確保

仮設渡り廊下や部分解体、改修など学校生活エリア内での一部
工事が見込まれます。これらの工事を夏休み期間内に集中さ
せ、児童生徒への影響を抑えるとともに工期短縮を図ります。

■夏休みを活用し、児童生徒への影響を抑えた工程計画

S造は靭性・施工性に優れ、大型工事に適します。ｺｽﾄはS造・W造
同等です。W造の場合、ﾛﾝｸ゙ ｽﾊ゚ ﾝのためﾄﾗｽや大断面集成材が必要
となり、工期や従事者不足の面でｺｽﾄﾒﾘｯﾄを発揮しにくいと考えます。

細部計画削減計画表
土工事)基礎ﾚﾍ゙ ﾙの精査(発生土|土留抑制)、発生土利用
建 具 )汎用ｻｯｼの採用、ｶ゙ ﾗｽ厚み単価を考慮した寸法
塗 装 )塗装不要な仕上採用、必要箇所にﾌｯ素系の採用
内外装)良歩留りな割付寸法検討、仕上種別の厳選
家 具 )地域産杉材の利用、木工事や既製品への置換
設 備 )照明空調換気機器の汎用品採用

節 電 )昼光利用を活かせる窓の配置/LED照明と自動制御ｾﾝｻｰの併用
高効率空調機・全熱交換器の選定、空調面積の限定

節 水 ）節水型便器・自動水栓の採用
建 築 )軒を出して日射を遮蔽/屋根、外壁の高断熱化/Low-E複層ｶﾞﾗｽの採用

①新築工事	     1,210,000 
②改修工事	        483,000
③造成工事	          29,700 
④その他外構工事等        60,500 
合計	                   1,783,200(千円・税込)

大規模改修
空調設置
仮設移転

校庭へのｽﾛー ﾌ゚

S造2F |その他

= >

強度○   靭性◎   施工性◎
従事者◎   工事費○

強度△   靭性○   施工性◎
従事者△   工事費○

強度△   靭性○   施工性△
従事者△   工事費△

坪単価 75 75 100 (RC造単価も同等)

W造2F |その他 W造2F |耐火・準耐火

学校生活の中心となり、様々なシーンにあふれる中庭（樹木は移転3校から移植）

暑い日も日陰で遊べる「軒下ひろば」 2階自習室は自発的な学習の場として

敷地と基礎イメージ

6号棟解体費共
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